
　

沖
縄
北
部
特
別
振
興
対
策
事
業
の
一

環
と
し
て
、
名
護
市
に
お
い
て
平
成
十

二
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
た
「
名

護
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
」
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
去
る
六
月
二
十
一
日
同
市
二
十

一
世
紀
の
森
屋
内
運
動
場
に
お
い
て
、

細
田
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
、

北
村
農
林
水
産
副
大
臣
を
は
じ
め
、
成

田
沖
縄
総
合
事
務
局
長
、
稲
嶺
沖
縄
県

知
事
、
岸
本
名
護
市
長
等
、
多
数
の
関

係
者
が
出
席
し
て
落
成
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

畜
産
は
北
部
地
域
に
お
け
る
重
要
な

産
業
で
あ
り
、
同
地
域
に
お
け
る
農
業

産
出
額
の
四
割
を
畜
産
が
占
め
て
い
ま

す
。
中
で
も
豚
の
飼
養
頭
数
は
県
内
の

四
割
を
占
め
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
傾

向
は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
総
事
業
費
は
三
十
億

五
千
万
円
で
、
新
た
な
衛
生
基
準
を
ク

リ
ア
す
る
と
畜
・
解
体
処
理
室
、
枝
肉

冷
蔵
庫
、
部
分
肉
加
工
室
等
の
施
設
が

整
備
さ
れ
、
処
理
能
力
は
一
日
あ
た
り

豚
六
百
頭
、
山
羊
八
頭
、
牛
五
頭
で
、

消
費
者
が
求
め
る
安
全
で
品
質
の
高
い

食
肉
の
生
産
や
流
通
に
果
た
す
役
割
は

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
施
設
案
内
や
関
係

者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た

後
、
落
成
式
典
・
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、

細
田
大
臣
、
北
村
副
大
臣
、
稲
嶺
知
事

か
ら
は
来
賓
と
し
て
祝
辞
が
あ
り
、
そ

の
中
で
細
田
大
臣
は
「
同
セ
ン
タ
ー
は

沖
縄
の
安
全
・
安
心
な
食
を
担
う
施
設

で
あ
り
ま
す
。
畜
産
は
北
部
の
重
要
な

産
業
で
あ
り
、
豚
や
山
羊
の
生
産
振
興

や
雇
用
確
保
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て

大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。」と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
村
副
大
臣
は
「
同
セ
ン

タ
ー
は
、
沖
縄
県
に
お
け
る
県
産
食
肉

の
供
給
基
地
と
し
て
、
消
費
者
へ
安
全

で
安
心
で
き
る
食
肉
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
沖
縄
県
の
畜
産
を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
大
い
に
期

待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
、
同
セ
ン

タ
ー
へ
の
期
待
を
述
べ
ら
れ
、
関
係
者

と
と
も
に
名
護
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。
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